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１．研究計画の概要 

水及び二酸化炭素は地球の重要な揮発性
成分の１つであり、その地球深部での存在は
鉱物の物性に多大な影響を及ぼしている。現
在の地球の活動では、沈み込むスラブにより
これらの揮発性成分は地球深部へ運搬され
ており、その脱水及び脱二酸化炭素により、
地球深部でのマグマの生成のシナリオが提
唱されている。しかしながら、その地球内部
でのそれらの存在量、及びその分布は全くと
言っていいほど明らかにされていない。本研
究では、これら揮発性成分の地球深部での影
響を高温高圧実験から明らかにし、「地球内
部での水及び二酸化炭素の挙動とその分布」
を明らかにすることを目的とする。そして
「これらの揮発成分を考慮した地球内部像」
を構築することを目的とする。 

 
２．研究の進捗状況 

研究計画調書に書いた通り、５年の研究期
間内に以下のことの解明を目指している。 
１） マントル中の地震学的不連続面に及ぼ
す水、及び二酸化炭素の影響 

２） 含水マントルの弾性波速度測定 
３） 水、及び二酸化炭素を含んだ部分溶融物
質の弾性波速度測定 

４） マントル鉱物間の水、及び二酸化炭素の
分配 

５） 水、及び二酸化炭素に富んだ高圧流体相
の振る舞い 
上記の 5 つの項目において、今までに特に

水の影響を中心に解明に取り組んだ。１）に
関してはオリビンの高圧相転移境界におけ
る水の影響 (Inoue et al., 2010)、２）に
関しては現在進行中であるが、hydrous 

wadsleyite の焼結体作成、及びその試料の弾
性波速度測定、３）に関しては部分溶融体の
弾性波速度測定に向けての技術開発 (Kono 
et al.,2011)、４）に関してはカンラン石高
圧相間の水の分配  (Inoue et al., 2010)、
５）に関しては高圧溶融実験によるマグマ・
流体相の含水量の決定、及び含水鉱物の脱水
分解反応に伴う鉱物生成のカイネティクス
と組織 (Inoue et al., 2009) に取り組んだ。 
さらに地震学者との共同研究により、我々

が明らかにしてきた物性パラメータと地震
学的観測結果を組み合わせることにより、沈
み込むスラブ近辺での温度・含水量分布を明
らかにした (Yamada et al.,2009; Suetsugu 
et al., 2010)。 
加えて我々の高圧実験技術や分析技術を応

用した各種の共同研究も遂行した。その共同
研究は、高温高圧新規物質合成実験、放射光
Ｘ線その場観察実験、Ｘ線回折装置や電子顕
微鏡、ラマン分光装置等を利用した試料分析
と広範囲に及んでいる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
２に記載しているように、計画調書に書い

た内容に関しては、現在までに当初の予定通
り、十分な成果を出してきている。研究業績
数に現れているように、「①当初の計画以上
に進展している」と言ってもいいかもしれな
い。さらに、当初の計画に加えて、各種の共
同研究により、研究領域を広範囲に広げて行
えた。特に地震学者や物性物理学者との共同
研究により、当初の計画以上の成果が得られ
ている。 
 

機関番号：１６３０１ 

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2008～2012 

課題番号：20244086 

研究課題名（和文） 地球内部での水及び二酸化炭素の挙動とその分布 

                     

研究課題名（英文） Distribution and behavior of H2O and CO2 in the Earth’s interiors

 

研究代表者 

井上 徹（INOUE TORU） 

愛媛大学・地球深部ダイナミクス研究センター・教授 

研究者番号：00291500 



 

 

４．今後の研究の推進方策 
従来通りの方向性で研究を進めていくと

ともに、今後はさらに積極的に論文執筆作業
（成果公表）に取り組んでいく。さらに、水
の影響についてまだ研究すべきことが多く
残っており、なかなか二酸化炭素の影響にま
で着手できていないが、今後はこの二酸化炭
素の影響についても明らかにしていく。 

加えて、新しい方法として、中性子利用実
験にも取り組んでいく。特に水素の情報を見
るためには中性子はＸ線よりも優れており、
放射光Ｘ線散乱実験と中性子散乱実験によ
り、お互いに相補的な情報が得られる。従っ
て、この中性子の利用は地球科学の発展の鍵
となると考えられ、今後に向けて、その利用
を積極的に進めていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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